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マイバッグを持っている人はもはや 9 割以上。 

エコに「愛着」、「節約」、「自分のため」の気持ちがプラスされ、 

次に持ちたいのはマイボトル、マイ箸、マイカップ、マイナプの順 

 

 
株式会社千趣会（本社 大阪市 代表取締役社長 行待 裕弘）が運営するベルメゾン生活スタイル研究所では、

女性の生活スタイルや意識についての調査を随時行っています。 

 

さてこのところ新聞や雑誌、テレビでも「エコ」という言葉を聞かない日はないくらいに、エコに対しての注目が高

まってきているようです。そこで今回は、エコを意識したマイバッグをはじめとした「マイ商品」について、スタ

イルモニター2098 名に聞いてみました。 

 

◆ エコに関心のある女性は、約 9割弱 

あなたは、エコに関心がありますか。という質問に対しては、「とてもある」と答えた人が21.1%、「わりとある」と答

えた人が 66.8%という結果となり、合わせると 87.9%の人が興味・関心があるという結果になりました。 

 

◆ マイバッグを持っている人は 92.1%、マイ箸を持っている人はほぼ 4人に 1人 

マイバッグ（お買い物バッグ）を持っている女性は今や9割以上で、ほとんどの女性がひとつは持っているという

結果になりました。また最近話題になっているマイ箸については 24.1%の人が持っていると答えました。 

 

◆ マイ宣言！次にもってみたいと思うもの第一位はマイボトル、第二位はマイ箸 

あなたがマイ宣言するとしたら、次に持ってみようと思うものは何ですか。という質問に対しては、すでに 9 割以

上の人が持っているマイバッグを除くと、1 位が「マイボトル」で 34.3%、2 位が「マイ箸」で 28.9%、3 位が「マイカッ

プ」で 16.1%、4 位が「マイナプ（生理用の布ナプキン）」で 4.8%という結果になりました。 

 

◆マイ便座やマイつり革、マイ食品トレーなど、要望も多彩 

上記の商品のほかにも、こんなマイ○○があると面白い！と思う商品を聞いてみると、女性ならではの視点で

様々なアイデアが寄せられました。 

・ 「マイ便座。絶対に携帯は不可能だけど、公衆トイレで清潔に使える便座」 

・ 「マイつり革。満員電車でバーに引っ掛けて使うつり革」 

・ 「マイ食品トレー。買い物時、肉や魚を入れて繰り返し洗って使えるような容器」 

・ 「マイレシート。紙のレシートではなく、携帯をかざすとデータで保存できる」 

・ 「マイサプリメント。自分の健康状態に応じて定期的に調合してもらえるサプリメント」 
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◆エコだけでなく「愛着」「節約」「自分のため」が、マイ商品を使うキーワード 

あなたのこだわりの、または自慢できるマイ○○を教えてください。という質問に対しては、様々なマイ○○を使

っているという回答が寄せられました。それぞれの商品を分類してみると 

①  マイバッグ、マイボトル、マイカップ、マイ箸、マイマスク、など環境のための『エコ型』マイ商品 

②  マイバッグ、マイお茶碗、マイ石鹸、マイガーデン、など愛着のある『手作り型』マイ商品 

③  マイバッグ、マイボトル、マイカップ、など経済的メリットがある『節約型』マイ商品： 

④  かわいいマイカップ、使いやすいマイボールペン、冷え性改善マイシナモン、などこだわりを持った『自分

のため型』マイ商品 

 

というように、マイ○○を持つ生活者の意識の中には、エコ的観点だけではなく、「愛着」や「節約」「自分のた

め」といったキーワードが隠れていることがわかりました。 

 

◎調査の方法：ベルメゾン生活スタイル研究所のスタイルモニターバンクに登録している 10 代-40 代の全国の

女性で有効回答数は 2,098 人。 インターネットを使って 2008 年 6 月 5 日～9 日に実施した。 

 

千趣会のベルメゾン生活スタイル研究所が運営する、毎日のくらしを楽しむことに積極的な女性を対象にしたコ

ミュニケーションサイト「くらしのたまご」http://www.kuratama.jp/では、昨年よりお客さまの気持ちや意見を聞き

ながら一緒につくった「トクするマイバッグ」や「自転車カゴバッグ」を発売し好評を得てまいりました。2008 年 7

月 2 日に、ブルーデーの女性のココロとからだにやさしい布ナプキン「いたわり素肌のmyナプ」を新発売いたし

ます。この商品は単にエコという観点だけではなく、愛着を持って長く使っていただける自分のための商品とい

う視点を大切に、200 人以上のモニターの意見をお聞きしながら開発した商品です。詳しくは、6 月下旬にリリー

スいたしますので、そちらの方もあわせてご覧ください。 

 

本件に対する問い合わせ 

株式会社 千趣会 大阪市北区同心 1-6-23 総務・IR 広報部 田島 土井 浅川 

TEL 06-6881-3100 FAX 06-6881-3050  Ｅ-mail m-tajima@senshukai.co.jp  
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